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令和元年度町村議会広報表彰（第 34 回広報コンクール）上位
３賞の表紙

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
っ
て
、知
っ
て
い
ま
す
か
？

〝
ふ
る
さ
と
快
活
〟

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
筆
者
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
の
生
ま

れ
で
、
工
業
高
校
卒
業
、
千
葉
県
の

設
計
会
社
に
就
職
２
年
後
、
千
葉
大

学
に
勤
め
な
が
ら
同
大
の
夜
間
部
に

学
び
、
都
立
大
学
大
学
院
を
修
了
。

そ
の
後
千
葉
大
学
工
学
部
・
大
学
院

の
教
員
を
定
年
ま
で
務
め
た
。
こ
の

間
、
金
属
疲
労
の
研
究
で
工
学
博
士

の
学
位
を
取
得
し
、
機
械
や
装
置
の

強
度
や
破
壊
、
そ
の
信
頼
性
な
ど
の

研
究
を
行
っ
て
き
た
。
英
国
で
の
滞

在
研
究
中
に
、
粉
ひ
き
風
車
と
の
出

会
い
が
、
技
術
史
と
風
力
発
電
の
研

究
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ

た
。

　
大
学
に
在
職
中
か
ら
一
般
社
団
法

人
「
洸
楓
座
」
を
開
設
。
定
年
退
職

の
１
年
前
に
は
、
新
た
に
一
般
社
団

法
人
「
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ
」
を
千
葉

発
行
は
大
変
な
負
担
で
、
発
行
し
て

い
な
い
議
会
（
事
務
局
）
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
で
は
、
昭
和
61
年
度
か
ら
「
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
毎
年
行
っ
て

い
る
。
い
ま
か
ら
２
年
前
、
山
形
県

川
西
町
を
訪
ね
た
と
き
、
同
町
議
員

か
ら
「
川
西
町
は
他
の
町
村
議
員
の

訪
問
が
多
い
」と
聞
い
た
。
理
由
は
、

議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
受
賞
の

常
連
だ
か
ら
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
、

平
成
22
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
、
最

県
内
の
廃
校
小
学
校
に
設
置
し
、「
上

総
ま
ち
な
か
大
学
院
」
と
い
う
セ
ミ

ナ
ー
も
開
講
、
地
域
活
性
化
活
動
に

努
め
て
き
た
。

　
東
京
一
極
集
中
の
余
波
で
、
地
方

は
疲
弊
し
、元
気
を
な
く
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、東
京
と
地
方
を
繋
ぎ
、地
方

に
元
気
を
注
入
す
る
た
め
に
、
新
橋

駅
前
に
一
般
社
団
法
人
の
事
務
所
を

移
転
。地
域
活
性
化
を〝
ふ
る
さ
と
快

活
〟と
呼
び
、セ
ミ
ナ
ー
も
「
新
橋
ま

ち
な
が
大
学
院
」と
改
称
し
、パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
Ｈ
Ｐ
や
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で

の
情
報
発
信
の
ほ
か
、
２
０
１
５
年

か
ら
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
」
に
連

載
コ
ラ
ム
を
執
筆
し
て
い
る
。

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

常
連
の
山
形
県
・
川
西
町

　
さ
て
、
田
舎
育
ち
の
集
団
就
職
組

が
気
に
な
る
の
は
、「
ふ
る
さ
と
」

を
し
て
い
る
。
村
や
町
に
も
議
会
が

あ
り
、
そ
の
役
割
は
、
ふ
る
さ
と
の

政
治
的
議
決
の
ほ
か
、執
行
機
関（
首

長
と
役
所
）の
監
督
機
関
で
も
あ
る
。

本
コ
ラ
ム
「
地
元
力
発
見
！
」
の
初

回
に
は
、
町
や
村
の
「
議
会
広
報
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。

　
日
本
全
国
に
は
、
市
町
村
が
１
７

地
方
議
員
の
定
数
も
異
な
る
。

　
市
町
村
の
執
行
機
関
で
あ
る
役
所

が
発
行
す
る
広
報
と
違
い
、
監
督
機

関
の
議
会
に
よ
る「
議
会
広
報
」は
、

市
町
村
の
規
模
に
よ
り
発
行
態
勢
に

大
き
な
差
が
あ
る
。
と
り
わ
け
議
員

定
数
が
６
人
程
度
と
い
っ
た
規
模
の

小
さ
な
村
や
町
で
は
、
議
員
広
報
の

手
県
の
金
ヶ
崎
町
と
岩
泉
町
、宮
城

県
の
利
府
町
と
川
崎
町
、
埼
玉
県
の

寄
居
町
と
小
川
町
な
ど
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
、
編
集
の
能
力
が
上
が
っ
て

い
た
り
、
近
隣
の
町
や
村
も
刺
激
を

受
け
て
頑
張
る
、
そ
ん
な
気
概
が
生

ま
れ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
て
、
こ
の
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
は
、「
５
つ
の
指
針
」
の
目

線
が
影
響
し
、
地
方
の
町
や
村
の
地

元
力
を
上
げ
る
効
果
を
つ
く
っ
て
い

る
の
で
は
と
、
喜
ば
し
く
思
っ
て
い

る
。
エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
。

　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」
の
製
造
・
販
売
を

企
画
、
す
で
に
10
件
を
超
え
る

銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。
一

般
社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。

「
全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会

議
」
理
事
。

で
あ
る
。
い
ま
、

筆
者
と
仲
間
は
、

福
島
県
の
あ
る
村

の
〝
ふ
る
さ
と
快

活
〟
の
企
画
提
案

優
秀
賞
２
回
を
含
め
、
優
良
賞

を
連
続
で
受
賞
し
て
い
る
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
方
針
に

は
、
編
集
体
制
、
企
画・構
成
、

編
集・デ
ザ
イ
ン
、言
語・文
章
、

表
紙
写
真
の
「
５
つ
の
指
針
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
昨
年
度
の
第
34
回
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
受
賞
は
、
最
優
秀

賞
が
埼
玉
県
寄
居
町
、
優
秀
賞

が
岩
手
県
金
ヶ
崎
町
、
山
形
県

川
西
町
な
ど
10
町
だ
っ
た
。

　
数
年
の
受
賞
歴
を
見
る
と
、

面
白
い
事
実
が
あ
っ
た
。
あ
る

町
村
が
常
連
の
受
賞
だ
っ
た

り
、
近
隣
の
町
村
が
揃
っ
て
受

賞
だ
っ
た
り
す
る
。
前
者
の
例

は
、岩
手
県
、宮
城
県
、山
形
県
、

埼
玉
県
な
ど
、後
者
の
例
は
、岩

２
４
あ
る
と
い
う
（
20
年
６
月

９
日
現
在
）。
そ
の
内
訳
は
、

20
の
政
令
指
定
都
市
、
７
７
２

の
市
、
７
４
３
の
町
、
そ
し
て

１
８
９
の
村
で
あ
る
。

　
人
口
で
言
え
ば
、
政
令
指
定

都
市
で
は
横
浜
市
の
３
７
６
万

人
か
ら
静
岡
市
の
70
万
人
ま

で
、
市
で
は
千
葉
県
船
橋
市
の

62
万
人
か
ら
北
海
道
の
歌
志
内

市
は
３
５
８
２
人
ま
で
の
差
が

あ
る
。
町
で
は
広
島
県
府
中
町

の
５
万
１
０
０
０
人
か
ら
１
０

０
０
人
規
模
の
山
梨
県
早
川
町

ま
で
、
村
で
は
沖
縄
県
読
谷
村

の
４
万
１
０
０
０
人
か
ら
東
京

都
青
ヶ
島
村
の
１
７
０
人
ま
で

と
、市
町
村
で
も
幅
が
あ
る
。し

た
が
っ
て
、財
政
力
も
異
な
り
、


